
 
 

平成 31 年度 東京都内湾水生生物調査 9 月稚魚調査 速報 
 

●実施状況 

令和元年 9 月 13 日に稚魚調査を実施した。天気は曇で、気温は 24.2～24.4℃であった。調査

地点は北東寄りの風 4m 前後であった。調査当日は大潮で、干潮が 10 時 44 分、満潮が 17 時 11

分であった（気象庁のデータ）。 

6 月 17 日に実施した稚魚調査では多く採取されたボラやマハゼが今回の調査ではほとんど採

取されず、成長とともに深所に移動したものと考えられる。これらに代わって、夏季に干潟域に出

現するシロギスやヒイラギ等が確認された。 

 

2019/9/13 城南大橋 お台場海浜公園 葛西人工渚 

作業時刻   10：20-11：10 9：09-10：00 12：03-13：40 

水温(℃) 26.1 25.3 25.0 

塩分（-） 11.3 16.6 6.0 

透視度（cm） 30 41 29 

ＤＯ(mg/L) 6.0 6.1 6.9 

ＤＯ飽和度(%) 79.2 81.0 86.4 

波浪(m) 0.1 0.1 0.1 

ｐＨ（-） 7.2 7.8 7.6 

水の臭気 無臭 無臭 無臭 

備考 

 

 

 

 

干潮の前後に調査を実施し

た。台風の影響で干潟の地形

に変化がみられた。 

下げ潮時に調査を行った。渚

には 20 名程度が砂浜の散策

をしていた。 

上げ潮時に調査を行った。北

側の水路は江戸川の出水の

影響で表層から底層までほぼ

淡水であった。(塩分濃度：

0.2%)。 
 
●主な出現種等 （速報のため、種名等は未確定） 

主な出現種等 城南大橋 お台場海浜公園 葛西人工渚 

魚種 

（多い順注） 

ヒイラギ（+） シロギス（c） コノシロ（m） 

シロギス（+） コノシロ（+） ハゼ科仔魚（m） 

ヨウジウオ（r）  ヒイラギ（+） マゴチ（+） 

マゴチ（r） マハゼ（ｒ） ヨウジウオ（r） 

ヒメハゼ(r) チチブ（ｒ） ヒモハゼ（r） 

魚類以外 
エビジャコ属（+） 

ユビナガスジエビ（+） 

アラムシロガイ（+） 

アサリ(ｒ) 

ニホンイサザアミ（G） 

シラタエビ(ｃ) 

備考 

他にタイワンガザミ、アラムシ

ロガイ、シオフキガイ等が採取

された。 

他にトウゴロウイワシ、コトヒ

キ、ヒメハゼ、マゴチ等が採取

された。 

他にボラ、ユビナガスジエビ等

が採取された。 

注）表中の（ ）内の記号は大まかな個体数を表す。 

G:1000 個体以上、m:100～1000 個体未満、c:20～100 個体未満、+:5～20 個体未満、r:5 個体未満 



 
 

城南大橋 採取試料 

  

  
    
   
   
 
 
 

 
  
  
   
 
 
 
 
 

  
  

   

  

  

 

 

 

 
 
 
 
  

  

  

  

 

 
 
 
 
  

アラムシロガイ 

 

内湾の干潟域に生息する巻貝であ

る。死んだ生物の肉を食べる（腐肉

食性）ことから、『海の掃除屋』等と

呼ばれている。 

ユビナガスジエビ 

内湾域の転石場や護岸に多く生

息する。体長 4cm 程。体全体に色

素が分布しており、生きている間は

褐色にみえる個体が多い。 

浅海の砂や砂泥底に生息する。甲

幅 15cm 程度まで成長する。成熟し

た個体では、雌雄で体の模様が異

なり、雄は脚が美しい青紫色になる。

雌は全体的に暗緑色。 

タイワンガザミ 

調査地点の様子 

ヒイラギ 

●主な出現種等 

東京湾では、湾全域の干潟域や

漁港等でみられる。干潟域には、

体長 6～7mm 程の稚魚が 6～8 月

にかけて来遊し、動物プランクトン

を食べて成長する。今回は体長 10

～22mm 程の個体が採取された。 

殻長5cm程になる、内湾奥の干潟域

等の砂泥底に生息する。殻の色は、

白色から紫褐色まで変異が多い。採

取された個体は稚貝。 

城南大橋西詰めにある干潟。 

台風の影響により、地形に変化がみ

られた。 

シオフキガイ 

調査の様子 

ヒメハゼ 

全長は 9cm 程になる。内湾や河口

域の干潟域の砂底や砂泥底に生

息する。体の模様も砂や砂利の色

によく似ている。今回の調査では、

体長 15mm 程の稚魚が採取され

た。 

ヒイラギ 

エビジャコ属 

エビジャコ属 

ユビナガスジエビ 

ヒイラギ 

※写真のスケール 1 目盛：1mm 

アラムシロガイ 

シロギス 

ユビナガスジエビ 



 
 

お台場海浜公園 採取試料 

 
 

  

 

      
 
    
 
 
 
 
  
  
  
 
 
  
  
    
   
 

トウゴロウイワシ 

東京湾では、湾奥から外湾にかけ

ての沿岸で普通にみられる。産卵

期は夏で、夏から秋にかけて仔魚

が東京湾全域に出現する。イワシ

（ニシン科）という名前がつくが、ボラ

に近い仲間。 

 

シロギス 

東京湾では、湾奥から外湾にかけて

の砂浜海岸などで多くみられる。稚魚

は動物プランクトンやアミ類を食べて

成長する。産卵期は 5～10 月。 

調査地点の様子 

水際数メートルで急に深くなる人工

の渚。レインボーブリッジのたもとに

ある。 
●主な出現種等 

東京湾では、湾奥から外湾にか

けての沿岸浅所でみられる。うき

ぶくろを使ってぐうぐうという音を

出し、これがコトヒキ（琴引）の名

前の由来となっている。 

内湾や河口域に生息し、泥底か

ら砂泥底にある転石やカキ殻の

間や下などに多くみられる。雑食

性。 

アサリ コトヒキ チチブ 

調査の様子 

東京湾を代表する魚のひとつ。 

稚魚は、初夏から秋にかけゴカイや

甲殻類を食べて成長し、徐々に深

所へと移動する。6 月調査では多く

採取されたが、今回は 1 個体のみ

であった。 

潮干狩りなどで盛んに獲られて

いる代表的な二枚貝である。 

東京湾のものは殻の高さが低く

て、模様のコントラストが強いもの

が多い。 

エビジャコ属 

シロギス 

マゴチ 

マハゼ 

※写真のスケール 1 目盛：1mm 

マハゼ 

コトヒキ ヒメハゼ 

ヒイラギ 

コノシロ 

マゴチ 

コノシロ 



 
 

葛西人工渚 採取試料 

 
  
  

   
   
  
   
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

調査地点の様子 

東京湾奥にある広大な人工干潟。 

野鳥等保護区域のため、一般の立

ち入りが禁止されている。 
●主な出現種等 

内湾の干潟域では最も個体数が

多い。比較的表層を遊泳し、跳

びはねる姿が多くみられる。干潟

域には、早秋から夏にかけて滞

在し、徐々に成長する。スズキ同

様に出世魚である。 

 

 

内湾や河口域の水深 30m 以浅の

砂泥底に生息する。産卵期は 4～7

月で、採取された個体は今年生ま

れたもの。成長するにつれて、徐々

に深場へと移動する。 

ボラ 

マハゼ 

ヨウジウオ 

ヨウジウオ科魚類では、東京湾で最

も普通にみられる種。湾奥から外湾

にかけてのアマモ場で多くみられ

る。全長 30cm 程度になるが、本調

査では 10cm を越える大きな個体が

採れることはまれ。 

 

調査の様子 

ニホンイサザアミ 

バットが黒くみえるほど 
ニホンイサザアミ等が出現。 

汽水域に生息するアミの仲間（エビ

の仲間ではない）。河口域で春に

大量発生し、魚類等の餌として重

要である。今回の調査では、30cm

×40cm サイズのバット一杯に採取

された。 

東京湾を代表する魚の一つで、

内湾や河口域に生息する。産卵

期は春から初夏で、孵化した仔

魚は内湾の干潟域等の浅所でも

みられる。 

シラタエビ 

 

スジエビ類よりも大型で、体長

7cm 程になる。汽水域に生息して

おり、触角が青いことで他種と簡

単に見分けられる。採取されたメ

スは抱卵していた。 

 

コノシロ 

※写真のスケール 1 目盛：1mm 

シラタエビ 

マゴチ 

ボラ 

コノシロ 

マゴチ 

シラタエビ 

マゴチ 

オス 

 

メス 

 
卵 

 

ヨウジウオ 


